
性腺刺激ホルモン放出ホルモン製剤
要指示医薬品 指定医薬品

本剤は、酢酸フェルチレリンを有効成分とする注射剤
です。酢酸フェルチレリンは、性腺刺激ホルモン放出ホ
ルモン（GnRH）のアナログであり、牛の卵胞のう腫、卵
巣機能障害、卵巣静止の治療及び排卵促進に効果を発揮
します。また、分子量が低く、抗体産生の可能性が非常
に少ないため、反復投与が可能です。

１回１頭当たり酢酸フェルチレリンとして下記の量を筋
肉内に注射する。
牛：100～200μg

牛：卵胞のう腫、排卵障害、卵巣静止の治療、排卵促進

2mL×5管、2mL×10管、
4mL×5バイアル、10mL×5バイアル

2022年9月改訂（第3版）
貯法 室温保存、密封容器

【本質の説明又は製造方法】

本品１mL中

【成分及び分量】

【効能又は効果】

【用法及び用量】

有効成分

酢酸フェルチレリン 50μg

含 量

25動薬第2438号承認指令書番号

指定

【包装】

（基本的事項） 
１．守らなければならないこと
（一般的注意）
・本剤は、要指示医薬品であるので獣医師等の処方箋・
指示により使用すること。

・本剤は、効能・効果において定められた目的にのみ
使用すること。

・本剤は、定められた用法・用量を厳守すること。

（使用者に対する注意）
・妊娠中の女性及び妊娠している可能性のある女性に
は注射作業を行わせないこと。

（取扱い及び廃棄のための注意）
・使用期限が過ぎたものは使用しないこと。
・小児の手の届かないところに保管すること。
・本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避けること。
・注射器具は滅菌又は煮沸消毒されたものを使用する
こと。薬剤により消毒をした器具又は他の薬剤に使
用した器具は使用しないこと（ガス滅菌したものを
除く。）。なお、乾熱、高圧蒸気滅菌又は煮沸消毒を
行った場合は、室温まで冷えたものを使用すること。

・誤用を避け、品質を保持するため、他の容器に入れ
かえないこと。

・使用済みの容器は、地方公共団体条例等に従い処分
すること。

・本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しないよう
に注意し、地方公共団体条例等に従い処分すること。

２．使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
・誤って注射された者は、直ちに医師の診察を受ける
こと。

（対象動物に関する注意）
・副作用が認められた場合には、速やかに獣医師の診
察を受けること。

（取扱い上の注意）
・本剤を分割投与する場合は、速やかに使用すること。
・本剤（バイアル）の使用時には、ゴム栓をエタノー
ル消毒綿等で清拭すること。

・本剤はワンポイントアンプルを使用しているので、
アンプルをカットする際には、アンプル上部の青色
丸マークが上になるよう持ち、反対方向（下方）へ
折るようにすること。

【使用上の注意】

動物用医薬品

スポルネン®･注
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（有効成分の物理化学的知見）
一般名：酢酸フェルチレリン

Fertirelin acetate
化学名：L-Pyroglutamyl-L-histidyl-L-tryptophyl-L-seryl-

L-tyrosylglycyl-L-leucyl-L-arginyl-L-proline-
ethylamide acetate

分子式：C55H76N16O12・C2H4O2
構造式：

分子量：1213.36
性 状：本品は白色～微黄色の粉末で、においはないか、

またはわずかに酢酸臭がある。水、エタノールま
たは氷酢酸に溶けやすく、メタノールにやや溶け
やすく、クロロホルムにほとんど溶けない。本品
は吸湿性である。

（薬効薬理）
酢酸フェルチレリンは、下垂体前葉に作用し、黄体形成
ホルモン（LH）及び卵胞刺激ホルモン（FSH）の分泌を
促進する。

【薬理学的情報等】




